
 

 

金 本 良 嗣  教授 

 

役  職：学長特別補佐、Policy Analysis Program Director 

専門分野：都市経済学 公共経済学 交通経済学 

学  位：Ph.D.（米国コーネル大学） 

略  歴：1977年米国コーネル大学Ph.D.取得、同年加国ブリティッシュ・コロンビア大学経  

済学部助教授、1980年筑波大学社会工学系助教授、1984年加国クィーンズ大学経済 

学部訪問準教授（1年間）、1988年東京大学経済学部助教授、1992年東京大学経済 

学部教授、2004年～2011年東京大学教授公共政策大学院に配置換。大学院経済学研  

究科に併任、2008年東京大学教授公共政策大学院院長（公共政策学連携研究部･教  

育部部長）、2010年本学客員教授、2011年本学学長特別補佐、本学教授。 

 

１． 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文（単著） 

＊ Kanemoto, Y., (2012), “Evaluating benefits of transportation in models of new economic 

geography,” Economics of Transportation, Available online 21 December 2012. 

(http://dx.doi.org/10.1016/j.ecotra.2012.11.003)（※） 

＊ Kanemoto, Y. (2013), “Second-Best Cost-Benefit Analysis in Monopolistic Competition 

Models of Urban Agglomeration,” Journal of Urban Economics 76, 83–92. 

(http://dx.doi.org/10.1016/j.jue.2013.03.00 6)（※） 

（２） 学会発表 

＊ 金本  良嗣、Kuhmo Nectar Conference on Transportation Economics “Evaluating 

Benefits of Transportation in Models of New Economic Geography”、Quadriga Forum 

Berlin, Berlin（ドイツ）、2012年6月22日. 

＊ 金本 良嗣、第2回アジア地域科学セミナー “Evaluating Benefits of Transportation in 

Models of New Economic Geography”、公益財団法人国際東アジア研究センター（福

岡県）、2012年9月29日 

（３） その他 

＊ Kanemoto, Y., “Second-Best Cost-Benefit Analysis in Monopolistic Competition Models 

of Urban Agglomeration,” GRIPS Discussion Paper 11-21, (2012). 

＊ Kanemoto, Y., “Cost-Benefit Analysis in Monopolistic Competition Models of Urban 

Agglomeration,” GRIPS Discussion Paper 12-04, (2012). 

＊ 「公共事業改革のその後」『日経調の五十年 Ⅰ．日経調五十年の歩み』，社団法

人日本経済調査協議会，2012年9月，72～73頁 

＊ 「厳しい社会環境の中で土木技術者の果たすべき役割」第1回土木学会有識者会議

概要報告『土木学会誌』2012.4，(2012)，4～7頁 

＊ 「社会安全について」第2回土木学会有識者会議概要報告『土木学会誌』2012.10，

(2012)，34～39頁 

 

２． 助成金等による研究 

＊ 平成24年度科学研究費補助金（基盤B）「集積の経済のミクロ的基礎に基づいた政

策評価手法の開発」研究代表者  



 

 

＊ 平成24年度科学研究費補助金（基盤B）「空間経済学の再検討と国際都市システム

の実証分析」研究分担者 

＊ 平成24年度科学研究費補助金（基盤B）「新経済地理学に基づいた、規模縮小時代

の都市・地域政策の研究」研究分担者  

 

３． 教 育 

（１） 講 義 

＊ 都市政策の空間分析 15 コマ 

＊ Economic Analysis of Urban and Regional Policy  15 コマ 

＊ 都市政策の経済分析 15 コマ 

（２） 論文指導 

＊ Policy Analysis プログラム（博士課程 3 名、いずれも主指導） 

＊ Public Policy プログラム（修士課程 2 名、いずれも主指導） 

 

４． 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 役員会 

＊ 経営協議会 

＊ 研究教育評議会 

＊ 学長選考会議 

＊ 教員人事委員会 

＊ 教員業績評価委員会 

＊ 修士課程委員会 

＊ 博士課程委員会 

＊ 奨学生等委員会 

＊ 企画懇談会 

＊ Policy Analysis Program Committee 

＊ 開発政策プログラム・コミティー  

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) Committee 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) Committee 

（２） タスクフォース 

＊ リーディング大学院タスクフォース 

＊ カリキュラム・タスクフォース 

（３） その他 

＊ 学長特別補佐 

＊ Policy Analysis Program Director 

 

５． 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

非常勤講師 

＊ 東京大学公共政策大学院 客員教授 

＊ 東京大学 Economic Analysis of Public Policy 15 コマ 

＊ 東京大学 Case Study(Real Estate and Urban Development Policy)15 コマ 



 

 

＊ 東京大学 事例研究（都市地域政策と社会資本ファイナンス・問題分析、政策分

析入門） 15 コマ 

＊ 東京大学 事例研究（都市地域政策と社会資本ファイナンス・解決策分析）15 コ

マ 

（３）学会等における活動 

＊ 日本学術会議連携会員 (2006.3.15-2008.9.30、2011.10.03-2017.09.30) 

＊ 公益社団法人 日本交通政策研究会 代表理事（非常勤）(2010-) 

＊ 日本交通学会 理事 (1995-) 

＊ 応用地域学会 運営委員 (2012.04.01-2014.03.31) 

＊ Economics of Transportation: Editorial Board Member (2012- ) 

＊ Journal of Transportation Economics and Policy: Associate Editor (2005-) 

＊ Journal of the Japanese and International Economies: Associate Editor (1996-) 

＊ Managerial and Decision Economics: Associate Editor (1990-) 

＊ Japanese Economic Review: Associate Editor (1994-) 

＊ 一般社団法人電力中央研究所 評議員 (2012.4.1-2016.6) 

＊ 土木学会有識者会議 委員 (2011.10.01-2013.06.14) 

（４） 審議会等における活動 

＊ 社会資本整備審議会 委員 (2001.2.27-2010.2.28, 2013.2.27- ) 

＊ 交通政策審議会 臨時委員 (2008.4.28-2010.2.28, 2013.3.13-2015.3.12) 

＊ 政策評価に関する有識者会議（文部科学省）委員  (2011- ) 

＊ 政策評価懇談会（経済産業省）座長 (2005- ) 

 

６． 社会的貢献（Ｂ） 

講演会，座談会，会議出席 

＊ 「厳しい社会環境の中で土木技術者の果たすべき役割」第 1 回土木学会有識者会議

概要報告『土木学会誌』2012.4，(2012)，4～7 頁 

＊ 「社会安全について」第 2 回土木学会有識者会議概要報告『土木学会誌』2012.10，

(2012)，34～39 頁 

 


